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株式会社湖池屋　京都工場

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

平成29年9月に環境マネジメントの自己評価を行い有効に機能して
いることを確認した。
平成30年5月にKES環境機構の更新審査を受験しマネジメントシス
テムの有効性が第三者機関により評価された。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・コージェネレーション設備導入する計画を立案し予算組みをした。
・水削減では設備の水使用を色々な切り口で検討中
・自家用車抑制では目標を達成し平成29年10月からは目標値を
　８％にあげた。
・環境教育をすすめエコ検定受検を推進している。
・駐車場緑化の第二期分計画を立案実施に向けて進行中

認 証 番 号

1.二酸化炭素排出量の4%削減
2.ﾎﾟﾃﾄﾗｲﾝ水使用量の0.5％削減
3.通勤自動車の台数抑制延べ8％削減
4.環境教育・啓蒙活動の推進
5.生物多様性の活動　地上緑化（駐車場緑化）

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

KES2-0618

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　　　　2012年　　6月　1日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 株式会社湖池屋　環境マネジメントシステム

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
株式会社　湖池屋
　　　　　　　代表取締役社長　佐藤　章

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
東京都板橋区成増5丁目9番地7号

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

株式会社湖池屋京都工場はスナック菓子製造に係わる全ての活動、製造及び
サービスの環境影響を低減する為に、次の方針に基づき環境マネジメント
活動を推進して地球環境との調和を目指します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

環境関連の法令順守状況は平成29年9月に法令順守状況調査を行い
法令改正の有無や必要届出がされているかを含めて遵守を確認し
て問題はない。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

環境マネジメント期間2017年10月～2018年9月で活動している
現在のところ目標値90％達成のA評価を各目標とも達成し
活動を継続中である。

基 本 方 針

・コージェネレーション設備導入し廃熱利用を進める。
・水バルブ開度調整、不要時の止水、漏水箇所の確認修理
・朝礼などで自家用車抑制呼掛け
・環境教育・環境啓蒙活動の推進
・生物多様性の活動　地上緑化第二計画実施


